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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
読み原稿の説明

★印・・・クリックする。（アニメーションが作動します。）
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
水道総務課・主幹兼経理係長の川下でございます。

これから、「水道事業会計のしくみ」と、「倉敷市水道局の決算状況」について
ご説明をさせていただきます。

〇〇分ほどの説明になろうかと思いますので、どうぞ、よろしくお願いいたします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは早速、本日、ご説明させていただだきます内容でございますが、
「水道事業会計のしくみ」については、向かって左側、ご覧の５つの項目をお伝えさせていただきます。

審議会委員の皆様の中に、経理業務に携わったことがある方や、簿記や会計の資格をお持ちの方がいらっしゃいましたら、
（１）から（４）に関しましては、釈迦に説法のようになってしまい大変恐縮ではございますが、
（５）の長期前受金戻入につきましては、公営企業特有の内容であろうかと思いますので、
何卒、最後までお付き合いくださいますようお願いいたします。

また、「倉敷市水道局の決算状況」につきましては、一般企業においても「財務三表」として重要な位置づけにあります
「（２）損益計算書」「（４）貸借対照表」「（５）キャッシュ・フロー計算書」に加えまして、
「（１）決算報告書」「（３）剰余金処分計算書（案）」のご説明もさせていただければと思います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、水道事業会計のしくみからご説明させていただきます。

なお、会計用語や会計処理などは、専門的な部分もございますので、正確に覚えていただく必要はございませんが、
イメージしてお聞きいただければ、幸いでございます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずは、「複式簿記」からでございます。

市役所など、官公庁における会計は、一般的に「単式簿記」を使用して会計処理を行っておりますが、
水道局においては、「公営企業」という位置付けであるため、一般企業と同様に「複式簿記」
を使用して、会計処理を行っております。

「複式簿記」とは、日々の取引を「２つの側面」から見て、①資産、②負債、③資本、
④費用、⑤収益の、５つの勘定科目に仕訳して、借方（かりかた）、貸方（かしかた）
それぞれに記帳、帳簿に記録するものでございます。

この、日々の取引について、２つほど例を挙げさせていただきますと、（★）
「事務用備品を購入して、代金を支払った。」という取引につきましては、（★）
「備品の購入」という「費用が発生」するとともに、
支払いにより、現金という「資産が減少」することも同時に記帳します。

また、（★）「水道水を供給して、水道料金を受け取った。」という場合は、（★）
現金という「資産が増加」するとともに、「収益が発生」することも同時に記帳します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これらの５種類の勘定科目は、資産・負債・資本の増減、それから、費用・収益の発生について、
ご覧の左の表のように借方・貸方に計上され、取引内容に応じて密接に関係し合っています。

「給料を現金で支払った」場合は、（★）費用の発生と資産の減少となり、㋐の結合、
「料金を現金で受け取った」場合は、（★）収益の発生と資産の増加となり、㋑の結合、
「現金を借り入れた」場合は、（★）資産の増加と負債の増加となり、㋒の結合、
「事務用消耗品を購入したが、支払いは未了である」場合は、（★）費用の発生と負債の増加となり、㋓の結合、

このように、日々、借方と貸方に記帳し、計上されていくこととなります。

ここでは、例を４つ挙げさせていただきましたが、このような結合が、実に１２パターン存在します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして、１年間の仕訳・記帳内容を、事業年度末に集約し、
ご覧のとおり、決算書の（★）貸借対照表や、（★）損益計算書に計上することとなります。

「貸借対照表」では、①資産、②負債、③資本を示し、「損益計算書」では、④費用、⑤収益を示します。

詳細については、のちほど、決算の状況の中でご説明させていただきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続きまして、「発生主義」についてご説明いたします。

これは、先程の仕訳を「帳簿に記録するタイミング」の話でございます。

記帳するタイミングが、現金の移動があった事実に基づくものが、「現金主義」と言われており、
主に、市役所などの官公庁が採用しています。

一方、水道局や、一般企業などで採用されているのが（★）「発生主義」でございます。

「発生主義」では、現金が移動するかどうかに関わらず、「債権債務が発生」した時点で記帳することとなります。

また、発生主義特有の勘定科目の一例としまして、「未収金」と「未払金」がございます。

未収金とは、例えば、水道水を売ったが、未だ入ってきていないお金のことで、入金前に「収益」とともに記帳するもので、（★）「資産」に当たります。

未払金とは、物品を購入したが、未だ支払っていないお金のことで、出金前に「費用」とともに記帳するもので、（★）「負債」に当たります。

一般企業では、未収金は「売掛金」、未払金は「買掛金」という勘定科目を使用していると思いますが、
水道局では、「売掛金」「買掛金」は使用せず、「未収金」「未払金」を使用しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「現金主義」と「発生主義」の違いについて、もう少し詳しく見ていきたいと思います。

左の表は、料金の収入があったとき、右の表は、物品を購入したときにおいて、
「現金主義」と「発生主義」の記帳のタイミングを示したものです。

まず、料金収入について、「現金主義」では、現金の移動があった事実に基づき記帳するので、（★）
「現金収入」があったときに、現金が増加したという記帳を行います。

一方、「発生主義」では、料金の調定、調定とは、お金が入ってくる予定のことですが、
検針後、金額が確定したら、お金が入ってくる予定がありますので、ここでまず記帳します。
先程ご説明しました「未収金」と、収益を計上します。

次に、現金収入があったタイミングで、（★）さらに記帳します。

物品購入につきましても同様の考え方となります。

「現金主義」では、（★）代金を支払ったときに記帳し、
「発生主義」では、（★）納品があり、検収、正しく物品が納品されているかを確認した時点で記帳し、
代金を支払ったタイミングで（★）さらに記帳します。

つまり、「発生主義」では、収益や費用を計上するタイミングと、現金が増えたり減ったりするタイミングが異なってくるわけです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続きまして、「会計の原則」のお話をさせていただきます。

会計の原則は、倉敷市水道局としての会計ルールを定めた「倉敷市水道局会計規程」の第２条に記しており、７つの原則があります。
この７つの原則は、一般企業においても広く採用されている原則でございます。

本日は、この中から、「決算状況」を知る上で特に重要となる（★×２）
「資本取引と損益取引との区分の原則」をご紹介させていただきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この原則は、規程第２条第３項で、「水道事業においては、資本取引と損益取引を明確に区分しなければならない」
と書かれています。

まず、そもそも、それぞれの取引はどういったもので、どういう特徴があるのかご説明いたします。

「損益取引」の方ですが、こちらは、水道事業の経営における収益と費用に関する取引のことでございます。
具体的には、水道水を供給することで得られる水道料金などの収益と、水道料金を徴収するための費用など、
これらに関する取引のことでございます。

これらの取引を「収益的収入及び支出」で表し、決算書の中の「損益計算書」に集約し、利益または損失がいくらだったかを示すこととなります。

一方、「資本取引」については、水道事業を継続する上で必要な固定資産を形成するための収入と支出に関する取引でございます。
具体的には、水道管を作ったり、巨大地震に備えて管や施設を耐震化するための支出などに関するものです。

これらは、「資本的収入及び支出」で表し、決算書の中の「貸借対照表の固定資産」に計上し、資産がどれだけ増減したかを示すものです。


そして、（★）この「損益取引」と「資本取引」を明確に区分しないと、利益が増えたのか、資産そのものが増えたのかが分からなくなってしまうため、
会計を見る上で非常に重要な区分、重要な原則、ということになります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続きまして、「減価償却費」でございます。

減価償却費とは、浄水場などのいわゆる固定資産に関する費用でございますが、
固定資産は、一度作ったら長い間使用できるため、作った年のみに費用を計上するのではなく、
使用できる期間に費用を割り振り、減価償却費として毎年度計上する、ということをしています。

なぜ、このようなことをするのかご説明いたしますと、
仮に、（★）令和４年度に、１００億円かけてＡ浄水場を築造したとします。
このＡ浄水場は、築造後、長期にわたり水道水を作る役割として活躍し、
この水道水が各家庭などに供給され、水道料金という収益をもたらしてくれます。

この収益は、Ａ浄水場の築造により何十年という長期にわたってもたらされる収益、
これに対する費用が、築造の年のたった１年、ということでは、損益計算上、釣り合いがとれるものではございません。
ここで、企業会計では、「期間損益計算」という原則が重視されており、
その年度の収益に見合った分しか、その年度の費用として認められない、ということになっています。

この原則にしたがったものが、この「減価償却費」でございます。

このＡ浄水場を、仮に、１０年間使用するとした場合、（★）令和５年度以降、１年あたり１０億円ずつ、
「減価償却費」として費用として計上する、といったイメージになります。（★）

ここで、もう１点、お伝えしたいことがございます。カッコの中に、「ただし、現金は出ていかない。」とありますが、
現金が出ていくタイミング、これは、４年度にＡ浄水場を築造したタイミングです。

仕訳で見てみますと、（★）借方に資産、貸方に現金となり、（★）ここで現金１００億円が出ていくこととなりますので、
５年度以降は、費用として計上していても、現金は出ていかない、ということでございます。

減価償却費の方は、（★）ご覧のような仕訳を行い、毎年度、費用を計上します。

このように、（★）現金が出ていかない支出のことを、（★）「非現金支出」と呼んだり、
また、収益と費用なので、損益勘定、この損益勘定に留まる資金ということで、（★）「損益勘定留保資金」と呼んだりもします。

この、「損益勘定留保資金」という言葉は、決算書にも出てくる言葉ですので、のちほど確認できればと思います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、水道事業会計のしくみの最後に、公営企業特有の勘定科目である、長期前受金戻入についてご説明させていただきます。

まず、言葉を分解しまして、「長期前受金」とは、浄水場などの固定資産を作る際に、国や県などから受領する補助金のことでございます。

補助金は借入金ではないので、返す必要がありませんが、負債の部に計上します。そして、負債の部の中の「繰延収益」、さらにその中に、「長期前受金」として計上します。

この、繰延、収益、という言葉ですが、補助金を受領した年の翌年度以降は、その固定資産の減価償却と同じタイミングで、同じ割合を、
順次収益化するため、繰延、収益、という名称になっています。

そして、この毎年度の収益のことを、「長期前受金戻入」という名称で計上します。

少し分かりにくい概念かと思いますが、先程の減価償却費と同様、Ａ浄水場を例に挙げてご説明させていただきます。

まず、Ａ浄水場を築造するための補助金として、（★）仮に、国から５０億円もらえたとします。（★）

このＡ浄水場は、先程ご説明したとおり、毎年度、減価償却費という費用を計上します。
そして、まさにこの費用に対応する収益として、もらった補助金が直結しますので、
その割合分、つまり、Ａ浄水場の築造にかかったのが１００億円、その内、５０億円が補助金でございますので、
２分の１の割合、５億円を、（★）毎年度、収益として計上するわけでございます。

そして、これも減価償却費と同じく、（★）現金が入ってくるタイミングは、（★）４年度に補助金を受領したときですので、
（★）５年度以降は、収益として計上していても、現金は入ってこない、ということでございます。

現金が入ってこない収入は、「非現金収入」と呼んだりします。

このように、企業会計を採用している水道事業会計においては、
収益・費用の計上と、実際の現金の出入りのタイミングが異なる、ズレが生じてくるという特徴がございます。


【前半の締め】

大変簡単ではございますが、ここまでが「水道事業会計のしくみ」のご説明とさせていただきます。

ここまでのところで、分かりにくかったところや、ご質問などがございますでしょうか？（少し待つ・・・）


それでは、引き続き、次のご説明に入らせていただきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次は、倉敷市水道事業会計の令和４年度の決算書を見ていただきながら、
「倉敷市水道局の決算状況」について、先程の、しくみのお話も交えながら
ご説明させていただきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、決算書とは、一般的に、
企業の経営状況や、利益の有無、また、資産の状況、資金の流れなどを客観的に把握するための書類でございます。

そして、その内容は、企業の経営者が把握することはもちろん、取引先や投資家、また、金融機関などが参考にすることができるものでございます。

水道局における決算書は、水道利用者の皆様や、利用者の代表である議会に対して、経営状況や、財政状況などをお示しするための書類ということでございます。

そこで、本日は、決算書の中でも特に重要な、ご覧の５つの書類について、順番にご説明させていただきます。

それぞれの項目に記載したページは、本日お持ちいただきました、決算書のページをお示ししておりますので、
ご説明の際は、該当ページをお開きになりながらお聞きいただけましたら幸いでございます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは初めに、「決算報告書」についてご説明させていただきます。１・２ページをお開きいただけますでしょうか。

この「決算報告書」は、一言で申し上げますと、（★）「予算と決算の対照表」でございます。

この書類では、予算額、決算額、不用額、繰越額などを、消費税込でお示ししてございます。

公営企業においては、決算だけでなく、予算、つまり、見積りの金額も、決算の同じように重視されているため、この報告書で、予算と対比した執行状況をお示ししています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
執行状況の表示について、少し詳しく見てまいります。１・２ページの下の表をご覧ください。

こちらは、収益的収支の内、支出を表した表でございますが、左端にあります、営業費用、営業外費用、特別損失などの、
（★）それぞれの予算について、（★）「当初予算額」、（★）「補正予算額」、（★）「流用により増減した額」などの金額が並んでおり、
最終的な予算は（★）①であることを示しています。

そして、（★）②で決算額を示していますが、①と②の対比、だけではなく、右隣りの③、（★）これは、翌年度への繰越額を示しておりますが、
この、繰越額も差し引いた額を、（★）「不用額」としてお示しする、という構造となっております。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続きまして、３・４ページをお開きください。

こちらは、資本的収入及び支出をお示ししたページでございます。

基本的な表示方法は、１・２ページと同様でございますが、
ここで注目していただきたいのは、（★）収入、（★）支出のそれぞれの決算額と、（★）３ページの表のさらに下の部分でございます。

資本的収入の決算額は、約１９億円、これに対しまして、資本的支出の決算額は、約５７億円ですので、支出の方が多いという状況でございます。

この、不足額について、どのように補てんしたのかをお示ししたものが、左下の部分でございます。

（★）資本的収入額：１９億円が、（★）資本的支出額：５７億円に不足する額、３８億円は、
以下、何々で補てんした。とありまして、ここは、（★）補てん状況をお示しした部分でございます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この、補てん状況について、もう少し詳しく確認していきたいと思います。

令和４年度は、ご覧の３種類の補てん財源により、補てんしました。順番にご説明しますと、

①の「当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額」は、（★）資本的収支のみで消費税申告の計算をした場合に還付となる金額のことでございます。
消費税の計算を簡単に申し上げますと、受け取った消費税から、支払った消費税を差し引いた金額を、税務署に納めますが、支払った消費税の方が多ければ、還付となります。

４ページの表の右端、備考欄をご覧いただきますと、収入の方は、「うち、仮受消費税額」、支出の方は、「うち、仮払消費税額」とあります。

資本的収支だけで見ると、支出の方が多いため、差し引きすると、マイナスとなり、この金額が、「当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額」として、収支不足における補てん財源となります。

②の「当年度分損益勘定留保資金」については、先程、減価償却費のときにご説明させていただきましたとおり、（★）主に、減価償却費のことでございます。

減価償却費は、現金が出ていかないため、ここで、補てん財源として使用することとなります。

①と②を使用しても、なお、収支不足額に達しないため、さらに（★）今までの利益の積み立て、いわゆる内部留保資金である「建設改良積立金」を取り崩して補てん財源とします。

このように、建設投資の金額が多いと、積立金を取り崩す必要が生じ、令和４年度では、（★）約５億円の内部留保資金を取り崩しております。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは次に、「損益計算書」について、ご説明させていただきます。決算書６ページをお開きください。

損益計算書は、一言で申し上げますと、（★）「１年間の経営成績をお示しした書類」でございます。

これは、収益的収入と、収益的支出を、消費税抜の金額で示したものでございますが、
収入の方が多ければ利益があった、支出の方が多ければ損失が生じた、という成績をお示しすることになります。

また、しくみのところでお伝えしました、非現金支出の「減価償却費」と、非現金収入の「長期前受金戻入」は、ここで登場することとなります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さて、６ページの損益計算書を見ていただきますと、線で仕切ったり表になってたりしませんので、少し見にくいかと思いますので、
ご覧のように色分けして、構成ごとの説明をさせていただきます。

まず、収益を青色、費用を黄色でお示ししております。

１の営業収益と、２の営業費用では、水道事業の本業に関する取引をお示しする部分でございます。

３の営業外収益と、４の営業外費用では、本業ではありませんが、恒常的に計上する収益と費用をお示しし、

５の特別利益と、６の特別損失では、恒常的ではないものをお示しする部分でございます。

このように、グループ分けをして、それぞれが何を示しているかを見ていただければと思います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、実際の決算書の中から、まずは営業損益について、２点ご説明させていただきます。

営業収益の中で、最も大きいものは、（★）やはり給水収益、いわゆる水道料金収入で、収益全体の約８０％を占めています。

ただし、令和４年度は約６９億円程度の収益がありましたが、人口減少などを受け、近年は減少傾向が続いているという現状がございます。

営業費用の中で最も大きいものは、先程、しくみのところでご説明差し上げました（★）「減価償却費」でございます。

このように見てみますと、「損益勘定」の中にあって、現金が出ていかないので、「損益勘定留保資金」という言葉も、いくぶん身近になってくるのではないでしょうか。
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次に、営業外損益でございますが、ここで、先程お伝えしました（★）「長期前受金戻入」が出てまいります。

実に、約９億円を収益として計上しますが、非現金収入でございますので、現金は入ってきていません。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
特別損益は、水道料金の過年度分の請求による収益や、還付するための費用などでございます。

ここまでの収益と費用を差し引きしたものが、（★）当年度純利益で、約１２億円でございます。

ここで、（★）損益計算書にはお示ししておりませんが、（★）「実質的な利益」という考え方をご紹介させていただきます。

先程も登場しました「長期前受金戻入」。こちらは、現金が入ってこない「非現金収入」でございますので、当年度純利益から差し引くと、約２億４千万円となります。

次に、（★）「その他未処分利益剰余金変動額」とありますが、こちらは、先程、３ページでお伝えした（★）「建設改良積立金」の取り崩しのことでございます。

資本的収支を補てんするために取り崩した建設改良積立金は、一旦、当年度純利益と合わせて、（★）「当年度未処分利益剰余金」に計上する、という会計処理を行います。

たくさんの数字が出てくるため、非常に混乱しやすい部分ではございますが、ここでは、決算書には直接載っていない数値である、実質的な純利益という考え方を把握していただけましたら幸いでございます。
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それでは次に、「剰余金処分計算書（案）」について、ご説明させていただきます。決算書７ページをお開きください。

剰余金処分計算書（案）は、一言で申し上げますと、（★）「利益の使い道を決めるための案をお示しした書類」でございます。

その年度に発生した利益、これは、先程の損益計算書の一番下でお示しした金額でございますが、
これを、積立金や、資本金にいくら計上するかを決定するものでございます。

ただし、使途や金額の確定には、議会での議決が必要であり、現在は、９月に開会される議会において議決を受けておりますので、
決算書の作成時点である３月３１日時点では、あくまで案、ということでございます。

そして、議決後に、正式に貸借対照表の資本の部に、案でお示しした金額を計上することとなります。
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損益計算書の一番下の行でお示しした「未処分利益剰余金」が、剰余金処分計算書では、（★）こちらに表示します。

そして、議会の議決により、（★）建設改良積立金への積み立てと、（★）資本金への組み入れを行う案をお示ししたものです。

今年の９月議会の議決日は、去る９月２９日でございましたので、現在は、ご覧の金額を、次にご説明する「貸借対照表」の各項目に計上しております。

ちなみに、「建設改良積立金」に積み立てた、２億４千万円は、先程お伝えしました、「実質的な純利益」と同じ金額でございます。

実質的な純利益は、積立金として積み立てている、ということが見えてくる表でございます。
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それでは次に、「貸借対照表」について、ご説明させていただきます。決算書９ページ、１０ページをお開きください。

貸借対照表は、一言で申し上げますと、（★）「資産、負債などの保有状況を示した書類」でございます。

こちらの書類は、１年間ではなく、年度末時点における金額をお示ししたものであり、
資産などの純粋な額をお示しするため、消費税抜となっております。

９ページの資産の部では、水道局が保有している水道管などの固定資産や、現金預金などの流動資産をお示しし、
１０ページの負債の部では、主に、返済しなければならない他人資本などについて、
資本の部では、返済する必要がない自己資本をお示ししたものでございます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
各項目ごとの詳細なご説明といたしましては、「資産の部」におきましては、
資本的取引により作った水道管などを計上する固定資産や、
収益的取引や資本的取引により動きのあった現金や前払金などを計上する流動資産がございます。

また、「負債の部」には、借入金、未払金や、しくみのところでお伝えした長期前受金を計上する「繰延収益」がございます。

そして、「資本の部」には、資本金や剰余金がございますが、剰余金には、しくみのところで出てまいりました「建設改良積立金」が
ございます。

ここで、「固定資産」と「流動資産」の違いについて、ご説明させていただきます。

まず、固定資産ですが、こちらは、土地や施設、管路など、１年を超えて保有するものです。

一方、流動資産は、現金預金のほかに、未収金や貯蔵品といった、１年以内に現金化できるものでございます。

固定負債、流動負債も同様の考え方でございまして、返済期限が１年を超えるものは固定負債、
１年以内に返済期限が到来するものは流動負債、として整理されるものでございます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、実際の貸借対照表をいくらか見ていきたいと思います。

資産の部の中の、固定資産の、有形固定資産には、水道局が保有している土地、建物、構築物などの金額をお示ししております。
この中で、最も多いのは、（★）構築物でございますが、これば、主に水道管でございます。

そして、すぐ下には、「減価償却累計額」という項目がありますが、これは、毎年毎年計上する「減価償却費」を積み上げた額をお示ししたもので、
その額を差し引いた額を、正味の額として、右側にお示ししてございます。

水道局が保有する資産の中では、この有形固定資産が最も大きく、（★）約７５５億、資産全体の約９０％を占めています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続きまして、負債の部、１０ページをご覧ください。

この中で、真ん中あたりに表示している「繰延収益」について見ていきたいと思います。

（★）先程、しくみのところでご説明させていただきました「長期前受金」を積み上げた額をお示ししたもので、
その額を差し引いた額を、正味の額として、右側にお示ししてございます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続きまして、資本の部でございます。（★）利益剰余金の部分についてご説明させていただきます。

先程の、「建設改良積立金」と、「当年度未処分利益剰余金」をお示しする部分でございますが、議会の議決により、（★）未処分利益剰余金が、現時点では、約１７億円から約１４億を差し引き、建設改良積立金と合算して約４２億円になっております。

また、差し引かれた約１４億円は、資本金に組み入れております。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは最後に、「キャッシュ・フロー計算書」について、ご説明させていただきます。決算書２６ページをお開きください。

キャッシュ・フロー計算書は、一言で申し上げますと、（★）「現金の流れに着目した書類」でございます。

１年間の現金の流れを、業務活動、投資活動、財務活動の３つに区分し、こちらも消費税抜額で
お示ししたものでございます。

業務活動では、主に、収益的収支に関するもの、
投資活動では、主に、資本的収支に関するもの、
財務活動では、外部からの資金調達と償還に関するものの現金の流れを計上し、
最終的に、３つの区分をまとめて、１年間の始めと終わりで、どれだけの現金の増減があったか、
現金の残高はいくらあるかをお示しするものでございます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
各区分ごとに、必ずしも、プラスがよくて、マイナスが悪い、というわけでもございませんでして、

例えば、業務活動で現金がマイナスになるということは、本業で稼げていないとみなされ、これは悪い評価となりますが、

投資活動でのマイナスは、投資を行うことで、現金が減っているということですので、悪いことではなく、
むしろ、施設や水道管への積極的な投資を行っているため、良い評価ということができます。

また、財務活動、いわゆる借金に関しましては、積極的に借り入れることで現金が入ってきて、
借金の残高が増加して、プラスになったとしても、その資金で積極的に投資を行っていれば、必ずしも悪い評価とはならない、

このように、区分ごとの現金の流れを見ることで、より適切に事業運営ができる、ということができます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、実際のキャッシュ・フロー計算書を見ていきたいと思います。

まずは、業務活動からですが、これは、収益的収支により作成された損益計算書における現金の動きを示しているので、（★）当年度純利益からスタートします。

水道事業会計は発生主義なので、この純利益の金額は、イコール現金ではございません。
よって、（２）以下で、現金ベースに修正していきます。

（★）（２）の減価償却費は、先程もありましたが、現金は出ていかないのに費用として計上したものです。
したがいまして、現金ベースで考えますと、プラスすることとなります。約２８億円のプラスです。

これは、（★）（７）の長期前受金戻入でも同じことが言えますが、これは、収益として計上しますが、現金は入ってきていませんので、マイナスすることとなります。約９億円のマイナスです。

さらに、（★）（１２）の未収金も同じように、発生主義においては、収益として計上した時点では現金は入ってきていませんので、未収金が増える、ということは、現金はマイナスとなり、
（★）（１３）の未払金は、費用として計上した時点では現金は出ていっていませんので、未払金が増える、ということは、現金はプラスとなります。

このように、現金がどの項目でどれだけ動いて、年度末時点でいくら残っているかを示したものが、キャッシュ・フロー計算書でございます。

当年度純利益は、約１２億円でございますが、現金ベースに修正すると、（★）約３２億円が残った、ということが分かります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
同じように、投資活動を見ていきますと、
（１）の有形固定資産の取得による支出、つまり、水道管の新設工事などにより出ていった現金が約４２億円あり、
入ってきた現金、約２億円を差し引きすると、（★）約４０億円の現金が投資活動で出ていったことが分かります。

財務活動の同様に考え、差し引き、（★）約４億６千万円の借金が増加したことになります。

そして、３つの区分を合算したものが、４の資金増減額のところですが、（★）マイナス３億円となったため、
５の期首残高から差し引き、最終的な資金期末残高は、（★）６の６６億８千万円であったことが分かります。

また、もうひとつの見方として、業務活動と投資活動のみで見るフリーキャッシュフローという考え方があります。

財務活動部分で、約４億円増えておりますので、これがないとすると、現金は、約８億円減ったということが見えてまいりますので、決して楽観視できるものではございません。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは最後に、決算状況のまとめといたしまして、財務三表の相関関係について、イメージ図をお示しさせていただきます。

左から、キャッシュ・フロー計算書の資金増減額により増えた現金は（★）真ん中の貸借対照表の流動資産に組み込まれ、
右の損益計算書で算出された利益は、貸借対照表の、（★）資本の中の未処分利益剰余金に組み込まれます。

このように、財務三表をはじめとする決算書の各ページは、相互に関連し合い、総合的に経営状況、財務状況をお示しする書類ということができるわけでございます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
以上をもちまして、「倉敷市水道局の決算状況」のご説明を終わらせていただきます。

ご清聴、ありがとうございました。
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